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　□
と
き
　
２
月
10
日
㈭
、
22
日

㈫
午
後
６
時
～
７
時
半
（
前
日

ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
）

□
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

申
・
問
　
大
岡
法
律
事
務
所

２
５
―
０
７
０
１

　
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
弁
護

士
と
、
心
の
健
康
の
専
門
家
で

あ
る
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
借
金
や
病

気
、
仕
事
、
家
族
の
こ
と
な
ど

で
悩
み
の
あ
る
方
は
、
相
談
く

だ
さ
い
。

□
と
き
　
３
月
１
日
㈫
午
後
１

時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎

□
定
員
　
３
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
申
込
期
限
　
２
月
22
日
㈫

申
・
問
　
恵
那
保
健
所
健
康
増

進
課

２
６
︱
１
１
１
１
（
内

線
２
６
０
）

　
音
楽
劇
の
ソ
リ
ス
ト
（
独
唱

者
）
や
、
音
楽
の
指
導
を
し
て

い
る
講
師
の
方
な
ど
を
招
き
、

懐
か
し
の
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

□
演
奏
曲
目
　
わ
が
太
陽
、
誰

も
寝
て
は
な
ら
ぬ
、
あ
あ
愛
す

る
人
の
、
荒
城
の
月
、
花
な
ど

□
と
き
　
３
月
６
日
㈰
午
後
１

時
半
～
３
時（
開
場
午
後
１
時
）

□
と
こ
ろ
　
明
智
か
え
で
ホ
ー

ル□
定
員
　
１
５
０
人（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

問
　
恵
那
音
楽
劇
の
会

０
９

０
―
５
１
１
３
―
２
７
８
４

（
塚
田
）

□
と
き　

２
月
９
日
㈬
午
後
１

時
半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
福
祉
セ
ン

タ
ー

□
定
員　

２
人
（
先
着
順
）

□
料
金　

無
料

□
申
込
期
限
　
２
月
８
日
㈫

申
・
問
　
市
生
活
・
就
労
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
市
社
会
福
祉

協
議
会
）

２
５
―
６
４
２
４

　
子
ど
も
（
中
学
卒
業
か
ら
49

歳
ま
で
）
の
職
業
的
な
自
立
を

応
援
す
る
た
め
の
、
保
護
者
向

け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
12
日
㈯
午
後
１

時
半
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
定
員
　
▽
セ
ミ
ナ
ー
＝
８
人

（
先
着
順
）　
▽
個
別
相
談
＝
２

人
（
先
着
順
・
セ
ミ
ナ
ー
と
は

別
に
予
約
が
必
要
で
す
）

□
料
金
　
無
料

□
申
込
期
限　

２
月
９
日
㈬

□
申
し
込
み
方
法
　
県
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む
。

問
　
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

０
５
８
―
２
１
６
―

０
１
２
５

　
豚
熱
の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
、

野
生
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
し
て

い
ま
す
。
安
全
に
配
慮
し
て
作

業
し
ま
す
が
、
発
砲
音
が
聞
こ

え
る
区
域
に
は
近
付
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

□
捕
獲
期
間
　
２
月
７
日
㈪
～

３
月
８
日
㈫

問
　（
一
社
）県
猟
友
会

０
５

８
︱
２
７
２
︱
８
３
９
８

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

　
自
宅
に
い
な
が
ら
大
学
の
授

業
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
４
月
７
日
㈭
～
７
月

27
日
㈬
（
全
15
回
を
予
定
）

□
対
象
　
高
等
学
校
卒
業
以
上

□
料
金
　
１
科
目
２
万
円

□
申
込
期
間
　
２
月
2１
日
㈪
～

３
月
４
日
㈮

智ち

識し
き

の
森
開
放
講
座

　
紙
の
辞
書
と
付
箋
を
使
っ
た

「
辞
書
引
き
学
習
法
」
の
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

辞
書
引
き
学
習
を
通
し
て
、
自

主
学
習
の
良
い
習
慣
を
身
に
付

け
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
２
月
26
日
㈯
午
前
10

時
～
11
時
半

□
対
象
　
小
中
学
生
と
未
就
学

児
の
親
子
、
学
校
関
係
者
、
一

般□
料
金
　
１
５
０
０
円

□
申
込
期
限
　
２
月
23
日
㈬
㈷

□
そ
の
他
　
申
し
込
み
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
中
部
大
学
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
確
認
く
だ
さ
い
。

申
・
問
　
中
部
大
学
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー

０
５
６
８
―
５
１

―
４
３
９
２

■
大
井
町

　
林
　
榮
（
90
歳
・
鏡
山
）

　
林
　
七
郎
（
84
歳
・
学
頭
三
）

　
小
池
　
た
ま
ゑ
（
89
歳
・
雀
子
ヶ
根
）

　
兒
玉
　
ヨ
ミ
子
（
91
歳
・
上
茶
屋
町
）

　
小
久
江
　
幸
子
（
63
歳
・
北
関
戸
）

　
西
尾
　
恒
男
（
85
歳
・
神
徳
三
）

■
長
島
町

　
樋
田
　
松
一
（
87
歳
・
自
由
ヶ
丘
）

　
小
林
　
芳
子
（
97
歳
・
永
田
下
一
）

　
市
川
　
せ
つ
子
（
87
歳
・
正
家
下
）

　
藤
田
　
幸
彦
（
91
歳
・
神
明
町
）

　
南
　
幸
子
（
72
歳
・
大
洞
）

　
原
　
榮
子
（
96
歳
・
南
ヶ
丘
）

　
槙
島
　
増
郎
（
83
歳
・
永
田
上
一
）

　
今
井
　
イ
シ
（
88
歳
・
中
西
町
）

■
東
野

　
西
尾
　
富
（
87
歳
・
上
染
戸
）

　
光
岡
　
富
義
（
88
歳
・
井
の
下
）

■
三
郷
町

　
小
木
曽
　
辰
已
（
92
歳
・
中
組
第
二
）

　
小
木
曽
　
一
　  （
80
歳
・
中
組
第
二
）

　
足
立
　
由
香
（
40
歳
・
三
共
第
二
）

■
笠
置
町

　
大
導
寺
　
典
明
（
90
歳
・
田
沢
）

　
和
田
　
　
づ
ゑ
（
97
歳
・
加
須
里
）

■
中
野
方
町

　
柘
植
　
満
（
66
歳
・
第
８
区
）

　
柘
植
　
泰
（
66
歳
・
第
３
区
）

■
飯
地
町

　
柘
植
　
一
江
（
95
歳
・
３
区
）

　
平
井
　
錐
（
93
歳
・
３
区
）

■
岩
村
町

　
三
宅
　
美
惠
子
（
91
歳
・
７
区
）

　
後
藤
　
峯
子
（
75
歳
・
５
区
）

　
小
木
曽
　
史
　 

（
87
歳
・
大
根
洞
）

　
市
川
　
純
三
（
87
歳
・
本
町
５
丁
目
）

　
伊
藤
　
健
吾
（
98
歳
・
５
区
）

　
河
野
　
千
治
（
66
歳
・
新
市
場
）

　
安
　
　
稔
美
（
75
歳
・
３
区
）

　
鈴
木
　
シ
ゲ
子
（
78
歳
・
７
区
）

　
山
口
　
嘉
一
郎
（
86
歳
・
本
町
５
丁
目
）

　
太
田
　
邑
美
（
90
歳
・
一
色
）

　
安
藤
　
訓
一
（
84
歳
・
３
区
）

■
明
智
町

　
根
﨑
　
吉
郎
（
71
歳
・
大
田
大
栗
）

　
三
宅
　
里
加
子
（
63
歳
・
新
町
一
丁
目
）

　
田
中
　
操
（
88
歳
・
吉
良
見
二
号
）

　
山
田
　
昇
三
（
86
歳
・
向
町
）

　
渡
邊
　
敏
夫
（
85
歳
・
東
山
町
一
丁
目
）

■
串
原

　
後
藤
　
和
好
（
89
歳
・
第
１
区
）

　
堀
　
宗
明
（
95
歳
・
第
12
区
）

■
上
矢
作
町

　
鈴
木
　
晴
巳
（
88
歳
・
本
郷
５
班
）

　
小
笹
　
雄
（
89
歳
・
小
笹
原
１
班
）

　
安
藤
　
嘉
子
（
83
歳
・
横
道
５
班
）

　
西
久
保
　
寛
（
93
歳
・
下
１
班
）

　
　
　
　（
12
月
16
日
～
１
月
15
日
届
け
出
）

皆さんが主催するイベントや募集
などを市内に周知するコーナーで
す。申込期限は掲載月の前月１日
ですが、期限前でも枠が埋まれば
先着順で締め切ります。営利目的・
宗教・政治に関する掲載は不可。
申・問　総務課（内線３２４）

無
料
法
律
相
談

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
、
予
定
し

て
い
た
行
事
が
変
更
や
中
止
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

マ
ス
ク
着
用
な
ど
感
染
防
止
対

策
を
し
て
参
加
く
だ
さ
い
。

福
祉
な
ん
で
も
相
談

第
１
回
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

■
長
島
町

　（
100
歳
・
）

若
年
者
の
就
労
を
支
援
す

る
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会

野
生
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に

銃
を
使
用
し
ま
す

法
律
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

中
部
大
学
か
ら
の

お
知
ら
せ

▲県若者サポー
トステーション
応募フォーム

▲中部大学
ウェブサイト


